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【緒言】集光したレーザ光により、微粒子を始めとした微小な物質の捕捉技術が盛んに研究さ

れている [1]。近年、プラズモニクスを始めとした近接場材料を用いた光捕捉が報告されている。

[2]我々は、光捕捉の場として、フォトニック結晶ナノレーザに注目した。フォトニック結晶ナノ

レーザは欠陥モードに局在した光により、レーザ発振が発生する。その際に光圧を始めとして熱

対流等の物質輸送が発生することが考えられる。フォトニック結晶ナノレーザは超高感度バイオ

センサとしても利用されており、レーザ発振中における物質の動態を精緻に計測することは、バ

イオセンサの原理と感度を向上させるうえでも非常に重要である。[3-4] 

【実験】フォトニック結晶ナノレーザは電子線リソグラフィ／ドライエッチングにより作製し

た[3]。光圧は蛍光微粒子溶液を用いて評価した[4]。サンプルに蛍光微粒子溶液を滴下し、蛍光微

粒子の運動量がレーザ照射前、レーザ照射中、レーザ照射後での微粒子動態を観測した。 

【結果】微粒子の動態解析を行うとレーザ照射点付近ではレーザ照射中は微粒子の速度が低下

し、光圧により補足されている可能性を示唆する結果が得られた。また、レーザ照射後は微粒子

の速度が上昇する結果が得られた。このことからフォトニック結晶レーザにより生じる力には、

光圧とともに熱の発生がしていると推察される。 
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